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割意識)1項目の合計 14項目 4因子にまとまった。 
 因子名は，「小学生用学級の集団凝集性質問紙」の 4因子 14項目と鹿嶋ら(2011)「中学生用学級の集団凝集性
質問紙」の 5因子 23項目と対比して，該当の項目数が多い順に命名した。第Ⅰ因子は，項目 2，項目3，項目 13
の 3項目いずれも「所属意識」に該当しているため「所属意識」と命名した。第Ⅱ因子は，項目 10，項目8，項
目 17の 3項目が「状況意識」，項目 19，項目 14の 2項目が「協力意識」，項目 20の 1項目が「役割意識」に該

































表 3 「小学生用学級の集団凝集性質問紙」の因子分析における負荷量 
因子名 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
項目2 私は今のクラスが好きだ 0.97 -0.05 -0.12 0.06
項目5 私は今のクラスに入ってよかったと思っている 0.96 -0.14 -0.03 0.13
項目13 私は今のクラスの人たちといつまでも一緒にいたい 0.77 0.11 0.15 -0.14
項目10 私はクラスの人に合わせる -0.01 0.82 -0.09 -0.27
項目19 私がクラスで何かするときはみんなで協力している 0.12 0.78 -0.06 -0.07
項目20 誰もがクラスの中心になるチャンスがある 0.06 0.57 -0.09 0.33
項目14 私のクラスではみんなでまとまって何かしようという感じがある 0.15 0.56 0.06 0.24
項目8 私は何をしたらいいのか考えながら行動している -0.12 0.53 -0.09 0.16
項目17 私はクラスがどうしたらいいのか考えながら行動している -0.25 0.47 0.27 0.12
項目21 私はクラスの人に必要とされている 0.04 -0.05 0.91 -0.08
項目16 私はクラスの人の役に立っている 0.04 0.13 0.78 0.00
項目18 私も場面によってはクラスの中心になることがある -0.10 -0.08 0.59 0.19
項目15 私はクラスの一員である 0.14 -0.17 0.46 0.06
役割意識 項目22 私はクラスの中に自分の役割がある 0.03 0.00 0.12 0.93
項目4 私はこのクラスの仲間の一員であることが嬉しい 0.34 0.13 0.19 -0.07
項目1 私たちはお互い助け合っている 0.45 0.42 0.09 -0.07
項目3 私はクラスの人に大事にされている 0.42 0.47 0.06 -0.20
項目6 私は人をわかろうとしている -0.06 0.55 -0.37 0.50
項目7 クラス全体で何かするときはまとまりがある 0.48 0.00 -0.03 0.63
項目9 私ははクラスの一員として責任を果たそうとしている 0.55 -0.18 0.03 0.42
項目11 私はクラスのリーダーを支えようとしている 0.46 -0.17 0.47 -0.07
































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
所属意識 ー 0.33** 0.34** 0.27*
状況意識 0.33** ー 0.45** 0.56**
貢献意識 0.34** 0.45** ー 0.54**
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